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本 島 優 子
1.は じめに
親が子 どもに対 して抱 いている見方や考 えは、
発達心理学 で長年多 くの関心 を集 めて きたテーマ
であ る。1980年 代頃 よ り盛ん に行 われて きた親 の
信 念(parentalbeliefs)研 究 もそ う した流 れ の
一 つ に位置 づけ られ る。
親の信念研究 は、研究者 によって実 にさまざま
なア プローチ ・観点か ら行われて いるが、Miller
(1988)に よれば、 この領域 に お ける主 な関心 点
は、①親 の信念 の内容②親の信念 の規定 因③親 の
信念 と行動 との関連④親の信 念 と子 どもの帰結 と
の関連、 とい う4っ の問題に収敏 され るとい う。
そ して、親 の信念研究 におけ る最 も大 きな関心点
は、親 の信念 それ 自体 というよ りは、親 の信念 に
よる子 どもの発達への影響 を検証 する ことにあ る
といわれて い る(Sigel&McGillicuddy-DeLisi,
2002)0
そ こで、 本稿では、Miller(1988)が 挙 げた4
っ 目の問題 であ る、親 の信念 と子 ど もの発達へ の
帰結(childoutcomes)と の関連性 につ いて、 と
くに焦点を当てて考察 を行 う。 これまでに、親は、
子 ど もに対 して、 そ の性質 や能 力、 発達 のあ り
方、育児や しつ けなどに関 して、実 に多様 で明確




McGillicuddy-DeLisi,2002)。 このよ うに親 が 日
常 的 に抱 いている考えや信念が、実際 に子 どもの
発 達の帰結 に とって どの ような意 味を持 ち、そ し
て どのよ うな役割を果 たすのだ ろうか。
この問いに対 して、本稿で は、 親の信念 の子 ど
もへ の影響 のモデル化 を試み たMurphey(1992)























行われてきたが、少 しずっ新 しい研究の動 きや変
化も生 じてきている。
①80年 代 ～
この時期 の代表 的な研究 と してMcGillicuddy-
DeLisi(1985)の 研究が挙 げ られ る。彼 女 は、 イ
ンタビューのなか で、幼児 の父母 に、子 ど もが知
識 をどのよ うに獲得 してい くと思 うか(例 えば、
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「どの ように して4歳 の子 ど もは他者 に も感情 や
考 えが ある ことを知 るよ うにな るか?」 など)に
っいて回答 を求 め、父母 の反 応を 「経験」、 「認知
的再体制」、「直接教示」、「観 察」 などに分類 した。
一方、同時期 に、子 ど もに は7つ の認知課題(記
憶課題、保存課題、分類課題 な ど)を 与え た。結
果、父親母親 ともに、子 ども自身 が能動的 に知識
を構成 して い くとい う親 の構成主 義的 な信念が子
ど もの全体的 な認知 レベル と有意 な正 の相関関係
にあった。 さ らに、親 の信念 か ら子 どもの認知成
績への有意 なパ ス も認 め られ、親 の構成主 義的な
信念が子 ど もの認知 レベルの高 さに影響 す ること
が明 らか にされ た。
子 どもの発達 に及 ぼす多様 な リスク要因の影響
を検 証 したSameroff,Seifer,Barocas,Zax,&
Greenspan(1987)の 縦 断的研究 プログ ラムでは、
母親 の信念 が リスク要因 の一つ として取 り上 げ ら
れてい る。 この研究で は、子 ど もが生後48ケ 月 時
に 「TheConceptsofDevelopmentQuestion-
naire」 を通 して、 子 ど もの発達 につ いて の母親
の信念 が測定 された(例 え ば、 「子 ど もの問 題 は
た った一 つの原 因に基 づ くもので はない」 などの
項 目に対 して、 「賛成 一反対」 の4件 法 で回 答 を
求 あた(Sameroff&Feil,1985))。そ して、 子
ど もが4歳 に な った と きに、 子 ど もの言語 性IQ
が測定 された。結果、親 の信念 ・態度 ・価値 の下
位尺度 か らな る 「親 のパ ースペクテ ィブ」 は、子
ど もの言語性IQの 分散 の25%を 説 明 してお り、
社会経済的要因(SES)に 次いで説明力が大きか っ
た ことが示 された。
我が子 の知的能力 に対 す る親の認知 と子 ど もの
知的能力 との関連性 につ いて調べ た一連 の研究が
ある。例え ば、Miller(1986)の 研究で は、 自分
の子 ど もが どれ くらい ピァジェ課 題 やIQテ ス ト
を達成す る ことがで きる と思 うか、小学1年 生の
母親 に予測 を求 めた。 そ して、同時期 に、子 ど も
に ピァ ジェ課 題 とIQテ ス トを行 った。 その結果、
母親の予想 の正確 さ と子 どもの ピア ジェ課題 やI
Qテ ス トの成 績 との間 に有 意 な相 関 関係 が認 め
られ、 自分の子 どもの成績 を正確 に予 想す る母 親
の子 ど もは、 ピアジェ課題 やIQテ ス トの成績 が
良 か った ことが示 された。反 対 に、 自分の子ど も
の成績 を過大評価 も しくは過 小評価 して いる母親
の子 どもは、成績 が悪か った ことが示 された。 同
様の知見 はHunt&Paraskevopoulos(1980)や
Delgado-Hachey(1984)の 研究 にお いて も(Mil-
1er,1988)、 また父親 を対 象 と した場合 におい て
も認 あ られた(Miller,Manahal,&Mee,1991)。
以上 のよ うに、 この時期 の研究 の特徴 として、
多 くの研究 が親 の信念 と子 ど もの帰結 を同時期 に
測定 し、 また相関係数 による分析手法 を用 いて両
者 の関連性 を調べ ていたことがあげ られ る。そ の
ため、結論 として親 の信念 と子 ど もの学力 や知的
能力 との関連性が示 されて はいて も、 因果関係 の
















Puttonen(2003)に よる縦断研究が挙 げ られ る。
彼らは、 まず10月 に、子どもの父母に我が子の算
数能力についての信念(「 あなたの子 どもは算数






























者(ほ ぼ母親)の 学業に関する信念(子 どもの学
歴への期待や知的発達についての信念、子 どもの
読みや算数の成績の知覚)が 調べられた。そして、
9ヵ 月後に子どもの算数テス トと読みテス トが測
定 された。結果、子 どもの学歴への期待や子ども
の学力の知覚が、9ヵ 月後の子どもの算数テス ト




トの成績が良かった ことが示された。そ して、 こ
のような親の信念は、親の行動や子どもの自己知






児 の親 に子 ど もが読書 を学 ぶのに最 も役立 っ と思
われる方法 にっいて尋ねたところ、楽 しいエンター
テイメ ン ト活動 として読 みを与 え るべ きだ と考 え
て いる親の子 ど もは、読書 は教 えて練 習 させる必
要 のある一っ のスキルで ある と考 えている親 の子
ど もよ りも、後 の子 ど もの リテ ラシーテス トの成
績 が良 か った こ とが 明 らか に され た(Sigel&
McGillicuddy-DeLisi,2002よ り引用)。
この ように、90年 代半 ば以降か ら、親 の信念 と
子 どもの帰結 との関連性 を縦断的手法 を用 いて調
べ る研究 が増 えて きた。 親の信念研究 の領域では、
親 の信念 と子 どもの帰結 を同時期 に測定す る傾向
も一方 では根 強 いが、次 第 に縦断的手 法を用 いた
研究 が主流 とな りっっあ る。 さらに、 親→子 とい
う一方 向的 な因果 関係 のみな らず、子 →親の影響
の可能性 にっいて も考慮 され るよ うにな り、実 際
に子 ど も側 の要 因(子 ど もの能力 や発達 レベルな
ど)が 親 の信念 に与 える影響 にっ いて検証 した研
究(Aunola,et.al.,2002;Aunola,et.a1.,2003)














子 ど もの社会 的発達 との関連 か ら親の信念を調
べた研究 は、子 どもの学 力や知 的発達 の場合 と比
べて、極端 に少 ない。 先駆 的 な研究 と して は、
Rubin,Mills,&Rose-Krasnor(1989)の研 究が
:.
あげ られ る。 この研究で は、社会的 スキルを重要
であ ると考えて いる母親 の子 ど もは実際 に社会的
スキルが優れてお り、 さ らに子 ど もの社会的発達
への外 的な帰属(親 の努力 など)を して い る母 親
の子 どもは、内的な帰属(子 ど もの気質 など)を
してい る母 親の子 どもよりも、社会的 スキルが優
れ てい た こ とが 明 らか に され た と い う(Mur-
phey,1992よ り引用)。
また、Stoiber&Houghton(1993)は、 青 年
母親 の知識 ・期待 ・信念 と子 どものコー ピング行
動 との関連 を調べて いる。4～22ケ 月児の青年 母
親 に、子 どもの発達 の知識や育児 への ポジティブ
な期待、親 や子 どもの役 割の信念 につ いて、質 問
紙 で回答 を求 めた。 そ して、 同時期 に、子 どもの
母子相互作 用場 面での コー ピング行動(感 覚運動
の体制化 ・応答行動 ・自己主 導行 動)を 観 察評定
した。結果、親 の期待 は子 どもの感覚 運動行動 や
応答行動 を説 明 してお り(各 々15%、10%)、 よ
りポ ジテ ィブで現実 的な期待 を抱 いて いる青年母
親 の子 ど もは、 よ り適応 的で効果 的な感覚運動行
動 や応答行動 を示 していた。 さらに、青年母親 の
期待 と信念 との交互作用が子 どもの自己主導的コー
ピング行動 を説 明 してお り(10%)、 子 ど もにつ
いての知識 は高 いが非柔軟 的で権威主義 的な信念
を抱 いてい る母親 の子 ど もは、 自己主導行動が低
か った ことが明 らかにされた。
また、注 意欠 陥多 動性 障害(ADHD)の 子 ど
もを対象 と した研究(Hinshow,Zupan,Simmel,
Nigg,&Melnick,1997)では、 子 ど もの ソシオ
メ トリック ・テス トの予測因 の一 つ して、育児 ス
タイルにっ いての母親 の信念 が取 り上 げ られて い
る。9～10歳 のADHD児 の母 親 と健常 児 の母 親
に、育児の あ り方 に関 す る 「authoritarian(権
威主義的)信 念」 や 「authoritative(子 ど もの
愛情 に基づ いた統制 タイプ)信 念」 や 「寛容的信
念」 を測定 し、 同時 期 に、ADHD児 と健常児 に
好 きな友達 と嫌 いな友達 を答 えさせ る ソシオメ ト
リック ・テス トを行 った。結果、親 の 「authori-
tative信 念 」 は子 ど もの集 団 内で の ポ ジテ ィブ






















































加 している子どもを対象 とした研究では、 アフリ
カ系、 ヒスパニック系、 アジア系、 ヨーロッパ
系 アメリカ人それぞれの親の信念 が調べ られた
(Galper,Wigfiele,&Seefeldt,1997)。 幼稚園の




















功を高 く予測 している親の子 どもは、4年 後の数
的能力に対する自己知覚がよりポジティブであっ
たことが明 らかにされた。また、 この子どもの数
的能力の 自己知覚 が媒介 とな って、 さ らに4年 後
(20歳 時)の 子 ど もの数 的職 業 や理系 職業 へ の セ
ル フ ・エ フィカ シーにも影響 して いた ことが明 ら
か にされた。
同 じよ うに、Jocobs(1991)の 研 究 で も、 子
どもの 自己知覚 の媒介的役割 が認め られて いる。
この研究 では、小学6～11年 生 の父母 に自分の子
どもの数 的能 力に対 す る信 念が、子 どもには自分
の数学能 力に対 す る自己知覚 や実際の数 学の学業
成績 が調 べ られた。 パス解析 の結果、父 母 いずれ
の場合 も、親 の信念 が子 ど もの自己知覚 に影響 し、
ひいてはそれが実 際の子 ど もの数学成績 に影 響 し
ている ことが 明 らか とされた。
Aunola,etal.(2003)に よれ ば、 他 の研 究 に
おいて も、同様 に、親 の信念 が子 ど もの学業 関連
の自己知覚 と関連 している ことが認 め られてお り
(Parsons,Adler,&Kaczala,1982;Phillips,19
87,Stevens&Newman,1986;Wagner&Phil-
lips,1992)、 ひいて はそれが子 どもの学業 と関係
している(Pajares&Graham,1999;Pajares&
Kranzler,1995)こ とが認 め られたとい う。 特 に
子 ど もの数的能力 に関 して、親 の信念 と子 どもの
自己知覚 との関連性 は広 く認 め られてお り、また、
子 ど もの学業関連 の自己知覚 は子 ど もの実 際の学
業成績 より も親の信念 によってよ り強 く影響 され
る こと も示 されて いる(Frome&Eccles,1998)。
こ れ ら一 連 の 研 究 知 見 は、 親 は 「expectancy
socializers」 と して子 ど もが現 実 につ い て の解
釈 を行 う際 の一 っ の大 きな影響 力 とな る とす る
Eccles(1983)の 仮説 を支持す ものであ り、 子 ど
もが どのように現実 を解釈す るかに如何 に親 が強
く影 響 して い るか を示 唆 して い る(Frome&
Eccles,1998)。 今後 は、 子 ど もの学 業 領域 以外
に も、親 の信念 と子 ど もの自己知覚 や自己像 との
関連性が認 め られ るのかどうか、 さ らに検討 して
























その他 に も、子 ど もの帰結 として12年 後 の青年
の職業選 択 につ い て取 り上 げ た興 味深 い研 究 や
(Bleeker&Jacobs,2004)、 親 の信 念 と子 ど もの
帰結 との結 びつ きのあ り方が文化 によ って異 な る
ことを 明 らか に した文 化 的研 究 も行 われ て い る
(McGillicuddy-DeLisi&Subramanian,1994)0
さ らに、近年 は、親 と しての自己に関 する信念、
と くに親 と して のセルフ ・エフ ィカ シー信念へ の
注 目が高 まってお り、子 ど もの発達的帰結 との関
連 か ら検 討 され て い る(Sigel&McGillicuddy-
Delis,2002)0
この ように、親の信念 と子 ど もの帰結 との関連
性 に関 して、 これ まで非 常 に数多 くの研究が行 わ
れて きた。 子 どもの帰結 と して は、特 に子 ど もの
学業(主 に算数 や読 み)や 知的発達 に焦点が当て
られてお り、控 え 目なが らも子 ど もの社会的発達
や 自己知覚 について も調 べ られて きた。 また、最
近 の新 たな動 向 として、 子 どものヘル ス行動や親
のエ フィカ シー信念 に関 す る研究 も急増 している。








とが明 らかにされてきた。 しか しなが ら、親の信
念 による子どもへの影響 はあ くまでも(こ れまで
主な研究対象とされてきた)児 童期頃までに限っ































































ことの説明 と して、Murphey(1992)は 以上 の
ような説明を挙げている。これ らの説明は、親の
信念による子どもへの影響を考察する際に、非常



















































































「帰属」 といった類似用語 との明確な区別 もなさ
れ ていない。 このよ うな定義 の不明確 さや曖昧 さ
が、研究 の数 だけは膨大 にあるにも関わ らず、 こ
れ らの研究知見 を統 べる包括 的な理論 がなかなか
構築 されに くい理 由の一つ だ と思われ る。近年、
「信念」 への理論 的 アプローチ と して、 システ ム
理論の視点 か ら 「adynamicbeliefsystemsmod
e1」が提唱 されて いるが(Sigel&McGillicuddy-
DeLisi,2002)、 このよ うな親 の信 念研 究へ の理
論的 アプローチは、 まだ まだ これか ら始 まったば
か りの段階で ある。実証研 究のみな らず、親の信
念 にっ いて の理論的構築 への取 り組 みが、親の信
念 研究 によ り豊か な実 りと発 展 もた ら して くれ る
もの と思われ る。
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